
２．研究者から「大きなテーマ」に即した研究アイデアを募集。提案者やテーマに関心のある異分野を含む研究
者が議論・意見交換する共創の場（ワークショップ、シンポジウム、勉強会等）を設け、研究者同士で研究
提案を更に練り上げる議論を行い、研究プロジェクト（研究課題と研究体制）を作り上げる。
※研究プロジェクトの形成過程を重視

３．事業全体として、数値的な指標に限らない達成目標（例えば、共創による研究スキームの確立・普及な
どを想定）を設定し、本事業の運営体制の下、専門分野の掘り下げではない研究プロジェクト間の協働や
社会発信を意識したアウトプットを積極的に行いながら共同研究を実施する。

（テーマ設定の視点）

World Agenda

Regional Agenda
（JAPAN) Agenda

大きなテーマ候補

（イメージ例）
デジタライゼーション

生命科学の進展

グローバリゼーション

人間・
社会

※ 「デジタライゼーションと人間・社会」 など

多文化共生

１．特別委員会にて、人文学・社会科学固有の「本質的・根源的な問い」と、それに基づく「大きなテーマ」を
設定

共創型プロジェクトのイメージ
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プロジェクト運営組織

共創の場への
参加を公募

「大きなテーマ」Ａ

テーマ代表

「大きなテーマ」Ｂ 「大きなテーマ」C・・・

テーマ代表

参加

「大きなテーマ」に係る
ステークホルダー

公 開

事業総括、テーマ代表
任命
共創環境の構築
研究体制の承認

研究体制の提案

人文学・社会科学特別委員会

社会からの応答

事業総括

共創の場

研究者コミュニティ

進捗報告
本質的・根源的な問い、
大きなテーマを提示
（３テーマ程度）
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指導・助言

共創型プロジェクトにおける共創プロセス



研究テーマ設定の基本構造イメージ

大きなテーマ
（取り組むべき社会テーマ）

本質的・根源的
問 い

現代的課題に
関する研究課題

現代の国内外における具体的社会課題であり、その課題に取り組むこ
とで「本質的・根源的問い」への探求を深化することができるもの。

例えば、「デジタライゼーションと人間・社会」「生命科学の進展と
人間・社会」といった粒度の設定、あるいは「先進社会における社会的
分断の構造解明」「国際的移動と多文化共生に関する研究」「持続可能
な社会保障制度の構築に向けた研究」といったレベルでの設定など、ど
のような設定が最も望ましいか。

人文学・社会科学の諸学においてそれぞれ固有の（いわば古典的とも
言いうる）普遍的な「問い」であって、専門分野を超えて共有できるも
の。

例えば、「正義」「規範」「共同性」「言論の自由」「個人の尊厳」
「平等」「公正」などが考えられるか。

「取り組むべき社会的課題」を扱うことを通じて、参加する研究者そ
れぞれの専門分野が共通して内包する「本質的・根源的な問い」の探求
を深化することが出来る具体的研究課題。
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「大きなテーマ」設定のイメージ例

本質的・
根源的問い

研究課題

大きなテーマ
(取り組むべき
社会テーマ）
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「平等」 「公正」 「共同性」

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

現 代 的 課 題 に
関する研究課題

持続可能な社会保障制度の構築に向けた研究
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